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巻 頭 言 

校長 中道 久雄 

 

明けましておめでとうございます。 

  

 およそ、人生の半分を「志成館」に仕えてきた。今年、「志

成館」は 37周年を迎える。せめて 50周年を迎えるまでは現

役を続行したい。 

 思いが成就するか否かは考える余地もない。残された時間を

いかに有意義に燃焼していくかは、私の心（魂）のみぞ知り得

る。 

 過ぎ越した日々の思いは、「何を見て、何を感じ」そして「何

を学んだのだろう」生かされてこの身が只、感謝に尽きない。

「日日是好日」 

 

《志成館設立まで・・》 

4年間のイスラエル留学を終え帰国した。翌日、社長の案内

で虎ノ門の第５森ビル５階にこれから勤務する石油商社に着

いた。1973 年 5 月に入社した。要領を得ない中、ひたすら

に仕事に精を出した。毎日 8 時出社、私よりも社長が常に先

に出社され、私を待っておられた。この年は「オイルショック」

が世界の経済を一変させた。 

 石油業界に悪夢が走った。同年の９月に中東戦争が勃発した

からだ。イスラエル対アラブ諸国の紛争で、イスラエル寄りの

国には石油を売らない羽目になった。日本の外交並びに石油戦

略が厳しく問われた年でもあった。 

 １年の勤務を経て、貿易商社（海外事業部）に移籍した。そ

の後、香港支社へ出向を拝命され、単身香港（九龍島）に出向

した。 

香港は広東語が公用語で北京語（標準語）は使われていなか

った。市民の大半が英語を流ちょうに話し、意思疎通は英語が

主流であった。 

 １年間の香港勤務を終え、半年後にハワイ支社に出向するこ

とになった。憧れていた「常夏のハワイ」での勤務は夢のよう

でもあった。オフィスはワイキキが一望できるハワイビル２７

階に陣を構えた。 

 ある日本社から「テレックス」で伝達文が打電されてきた。

「黒字を計上できるまで帰国するな」・・・１９８０年代日本

の商社は、かつてない好景気に踊らされ、世界の主要都市に支

社や支店を増設し「ラーメンからジェット機」までを合言葉に

販売ネットワークを構築していた。日本特有の商法である。 

 私はハワイ支社の統括責任者として部下の育成・営業配置・

実践指導・社員募集に日々邁進した。 

 総勢３０名がスタート台に立った。５班のグループに編成し

た。第１グループ（日系二世・三世）、第２グループ（ネイテ

ィブハワイ人・アメリカ人）、第３グループ（華僑）、第４グル

ープ（欧州人）、第５グループ（南洋メラネシア・ポリネシア

系）。この編成が３カ月後に功を奏したのか、人種間での競争

意識が芽生えて営業成績はみるみるうちに上昇した。 

 ある日、ハワイ報知新聞の編集長が小生を訪ねて来られた。

「貴社がハワイに進出された意図や日本の商社について記事

を載せたいので協力お願いします。」とのことであった。後日、

ハワイ報知新聞の社屋を訪ねた。その翌日、新聞一面（全面掲

載）に小生の写真と当社の記事が掲載された。社員たちも自信

を抱いた。 

 出向して８カ月が経過したころ、本社から連絡があった。「帰

国してもいいよ」一応自分の使命を全うすることができたので

帰国することにした。 

 帰国して１か月後、社長から直接指示があった。「副都心池

袋にサンシャシン６０が完成した。入居募集しているので手続

きを頼む」突然の指示で右往左往した。 

 サンシャイン６０の５

６階にオフィスを構える

こととなった。この後、

アメリカの商社シェアソ

ン・ローブローズ社との

合併を締結した。（次号に

つづく） 
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日 曜 1 月の予定 

１ 水  全体】冬休み（～9 日） 年始学校閉館（～5日）  祝日「元旦」 

２ 木   

３ 金  

４ 土   

５ 日  

６ 月   全体】学校開館 

７ 火  

８ 水   

９ 木   

10 金  高校】始業式 味噌天神清掃ボランティア 

11 土   

12 日   

13 月  祝日「成人の日」 

14 火  大受】特別講座Ⅰ（～16 日） 

15 水  

16 木   

17 金  大受】大学入学共通テスト下見 

18 土  大受】大学入学共通テスト / 進学説明会 

19 日   

20 月  大受】大学入学共通テスト自己採点会 

21 火  大受】特別講座Ⅱ（～31 日） 

22 水   

23 木   大受】三者面談 

24 金   全体】英語検定 

25 土   高校】保護者茶話会/オープンスクール 

26 日   

27 月   1・2 年】＜後期＞定期試験 

28 火  

29 水   

30 木   

31 金    3年・大受】授業終了 

＜大学受験科＞ 

共通テスト含め、受験の大詰め

の時期です。最後の最後まで気を

抜かず走り抜けてください。 

＜高等学院＞ 

３年生は高校生としての最後の

授業です。噛みしめて受けてくだ

さい。 

1・2 年生は 27 日(月)から＜

後期＞試験となります。試験範

囲・教室など必ず別紙をご確認く

ださい。また、１８日（土）に大

学受験科で進学説明会が実施され

ます。進学希望者は必ず出席して

ください。 

 



3 

１月で３５歳になる森下です。 

３４歳の１年間はとても早く感じました。以前ここでお話し

したように「時間に意識を向けることが少なかった」為だと思

います。暇だと「今何時かな～早く時間が過ぎないかな～」と

時間に意識を向けることが多いので長く感じる、という話です。 

 １０代の頃に思い描いていた３５歳にはほど遠い仕上がり

になっていますが、仕事も子育ても趣味も楽しいので、満足し

ています。皆さんよくカウンセリング等では「きついしやりた

いこともないから長生きせんでもいい」と言います。私も２０

代前半まではそう思っていました。でも、年を重ねるごとに明

らかに人生の縛りが緩んできて、生きるのがラクになります。

私に騙されてみてください。 

 ２０２５年も、生徒・保護者の皆さまといろんなお話ができ

ることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いやはやお正月です。昨今クリスマスやハロウィンなどを題

材にした楽曲は数多あるが、この「お正月」をテーマにしたも

のは非常に少ないような気がしている沖住です。 

沖住というデータベースに、「お正月」「歌」というワード

を入れて検索すると一番にヒットするのが、日本語ロックの第

一人者バンドである“はっぴいえんど”の『春よ来い』です。 

「おい、春じゃねぇか！」と思った人もいるかもしれません

が、この歌は「♪お正月といえば炬燵（こたつ）を囲んでお雑

煮を食べながら歌留多（かるた）をしてた」という歌い出しで

始まります。「じゃあやっぱりお正月じゃねぇか」とご納得い

ただけたかと思います。やはりタイトル（≒外見）だけで判断

してはいけないですね。 

 この歌は、人生における成功や実りを春と表現し、その春が

来てほしいという、よくある発想の歌なのですが、うまくいっ

ていない現状を冬に例えるようなベタなことはしていません。

本当なら皆で楽しくお正月を迎えられたのに、夢を追って家を

飛び出したから、独りぼっちの正月マジ寂しいという内容なの

です。情けなさにカッコよさを感じる人はぜひ聴いてください。 

 

♬今年は独りぼっちで年を迎えたんです 除夜の鐘が寂しす

ぎ耳をおさえてました 家さえ飛び出なければ今頃皆揃って

お目出度う（おめでとう）が言えたのに何処で間違えたのか♬ 

 

 

 
【味噌天神清掃】 

 

１月１０日（金） ９：００～ 

志成館１F 集合 

 

【マンガ分類・整理作業】 

 

 １月１９日（日）  

志成館駐車場 ８時３０分 集合 

作業場所： 木工団地（パークドームの近く） 

定員 ３名 （先着順） 

 

【使用済み切手及び書き損じはがき寄贈】 

 

 １月上旬～中旬  

 使用済み切手及び書き損じはがきをウェルパルへ寄贈する

ために持っていきます。収益金はカンボジアの地雷被害者の

学校を建てるために使われるそうです。 

 

定員 ２名   担当：甲斐 

  ＊自分で使用済み切手や書き損じはがきを自分で用意 

  できる方は定員を超えても参加できます。 

     

  GO！GO！ボランティア担当 甲斐 

        TEL ０８０－９４１０－９０１７ 

志成館・文字で読む職員室 

 

GO!GO! 
ボランティア！ 

 



 

 

 

 令和６年度 10回目の今回は、12月 13日（金）に行われた 1・2年生クリスマス会の様子をお伝えします。

それではレッツぐるぐるウォッチッち！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


